
    例会当番 岡田 

 
 ゲスト    青少年交換留学生(明石東ロータリークラブ) ナタリア氏 

          

 ﾋﾞｼﾞﾀｰ     
          
 出席率   先 週 会員数 17名 出席数  5名 出席免除 2名 欠席数 10名 

         先々週 会員数 17 名  出席数 11 名 出席免除 2名 欠席数 4名 

 

 欠席者    10 名 井上 榊 柴田 鈴木 高田 高松 原田 藤井 松野 宮宅 

           

 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ   2026年 3月 29 日 2026 年幹事エレクト・ラーニングセミナー 鳥井 
       2026年 4月 2 日 明石東ロータリークラブ 林             
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前週例会報告 

Ｒ Ｉテーマ   よいことのために手を取りあおう 

2025～2026 年度 RI 会長 フランチェスコ・アレッツォ 

                 
            

★ 網本会長エレクト 
 

★ 青少年交換留学生 
 

★ 林会員に 2027₋28 年度ガ

バナー補佐の委嘱状 



 
 

 

 

 
        

① 各ＲＣ例会変更のお知らせ 
明石東ＲＣ 4 月 30日・5月 7日(木)→「休会」＜定款第 7条第 1節ｄにより＞ 

高砂青松ＲＣ  5 月 6 日(水)→休会【定款第 7条第 1節(ｄ)による】 

加古川ＲＣ 6 月 23日(火)→6月 18日(木)午後 6時～最終例会 於；加古川ゴルフ倶楽部レストラン 

      6月 30 日(火)→例会取りやめ〔定款第7条第 1節(ｄ)(1)〕 

② 回覧します 
・熊本平成ロータリークラブ週報 
・(公財)米山梅吉記念館より館報 2026.Vol.47 

・引き続き次年度ロースターの作成資料（変更のない方は〇を、ある方は変更事項の記入を 

お願いいたします。また、写真変更希望の方はデータを事務局まで送ってください。） 

 ・2026₋27 年度東播第 2グループ前川忠範ガバナー補佐より、インターシティミーティング 

協力のお願い 

③ 城ガバナー、白井ガバナーエレクトより、林会員に会員増強委員会委員、榊会員にロータリー財

団委員会補助金小委員会委員、井上会員に、青少年交換委員会委員、鳥井会員に国際奉仕委員会

ＶＴＴ小委員会委員の委嘱状が届いております。 

④ 城ガバナーより林会員に RLI パートⅢ修了証・卒業証・バッジが届いております。 

                    

 

                              

Ⅰ協議事項 

１）５月プログラムの件                   山本 裕一例会担当小委員長 

  ５月 １日（金）：  卓話「フリートーク」次年度について 

  ５月 ８日（金）：  例会取消〔定款第 7条第 1節(ｄ)〕 

  ５月１５日（金）：  卓話「未定」  地区危機管理・青少年奉仕委員会委員長 黒田健一氏 

 ５月２２日（金）： 例会取消〔定款第 7条第 1節(ｄ)〕 

 ５月２９日（金）： 例会取消〔定款第 7条第 1節(ｄ)〕 

    承認 

２）次年度会長・幹事の役員章の件 

  従来通りクラブで購入し継承していく 

３）尼崎西ＲＣとの懇親会の件 

  尼崎西ＲＣの次年度幹事と鳥井次年度幹事で打ち合わせする（7月ごろ予定） 

４）ロースター（名簿）印刷の件 

  前年度と同じで承認 

Ⅱ報告事項 

① ４月度ロータリーレート       １＄＝１６０円（現行１５６円） 

② ３月度累計欠席連絡状況   電話：１ メール：９  fax：０  出欠表：１  なし：０ 

       
 
 
 
 
                                     

                                                                                                                                            

※ 例会欠席の時は必ず事前に事務局へ連絡！ 本日の幹事報告 

４月度理事・役員会報告 



SONG  TODAY 
 

四 つ の テ ス ト 
                             作曲 水 谷 暢 宏 

真実か  どうか 

みんなに  公平か 

好意と友情を深めるか 

みんなのためになるかどうか  
 

      

世界中で活躍する「行動人」  

2026 年 4月 

 
メキシコ 

10 月にメキシコを襲った大規模洪水と土砂崩れから数時

間後、ロータリー会員は対応を開始しました。甚大な被害

を受けたポサリカでは、ロータリークラブとローターアク

トクラブの会員が住民を安全な場所へ避難させ、道路を覆

った泥を除去し、家屋を回ってがれきを撤去しました。こ

の活動では、第 4185 地区内のクラブのほか、近隣や海外

の地区からも支援が寄せられました。ポサリカ・ロータリ

ークラブは非営利団体プラネット・ウォーター財団と連携

し、最も深刻な被害を受けた地域に 4 基の給水塔と給水所

を設置。そのほかの地域にも安全な水を供給しました。ま

た、ワールド・セントラル・キッチンとも連携し、温かい

食事を提供しました。しかし、依然として生活再建のため

に支援が必要となっていると、会員のペペ・バディージョ

さんは訴えます。「小さな日用品から寝室に至るまで、あらゆるものが破壊されてしまいまし

た」 
 
カナダ 

ブリティッシュコロンビア州のケロウナ・ロータリークラ

ブの会員は、戦没兵士の詳細が記された 220 本の十字架を

設置しました。これは同クラブが 2018 年からオカナガン

軍事博物館協会と共同で主導している追悼日の慣例行事で

す。これらの十字架が展示された「Field of Crosses」
は、11 月 2 日から 10 日間公開されています。クラブ会長

のロビン・スミスさんは「ロータリアンの活動は、照明や

式典の調整、博物館による教育プログラムの支援にまで及

び、十字架に記された名前の背後にあるストーリーを人び

と、特に学生たちに伝える役割も果たしている」と話しま

す。クラブ会員には特別な思い入れがあります。「当クラ

ブには軍務経験者が多数おり、これらの会員や祖国を守るために究極の犠牲を払った数百名の

戦没者を称える機会となっています」 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
ラトビア 

ラトビアの首都にある教会（Saint Saviour’s 
Anglican Church）では、2001 年より毎月、炊き

出しの支援活動が継続されています。ここ数年、

リガ・インターナショナル・ローターアクトクラ

ブ、そして最近ではそのスポンサーであるロータ

リークラブが支援しており、1 回の炊き出しで最大

60 人に食事を提供しています。「一つのチームが大

鍋のスープや粥、温かいお茶を準備し、別のチー

ムが来訪者を出迎えて食事を出します」とリガ・

インターナショナル・ロータリークラブの元会

長、キム・リアンダーソンさんは説明します。「食

材は会員が計画・購入し、クラブがわずかな費用を負担します。パン屋から寄贈していただく

こともあります。日常的な参加型の奉仕で、その効果を即座に実感できます。些細な活動に思

えるかもしれませんが、多くの来訪者にとって、温かさや尊厳、そして存在を認められること

なのです」 
 
インド 

ムンバイの北東にあるターネー市は、

芸術と文化が息づく街として知られ、

数多くの劇団やアート展示、国際映画

祭、コメディの舞台が集まっていま

す。ターネー・ヒルズ・ロータリーク

ラブのアトゥル・ビデ氏によると、唯

一不足していたのは、文学ファンが集

う大規模な催しでした。そこで、青少

年の読書推進活動に取り組んでいた同

クラブは、ターネー文学祭を開催。11
月に 2 日間にわたって開催されたこの

文学祭では、22 名の作家や詩人が紹介され、作品の朗読やパネルディスカッションが行われま

した。また、ジャーナリストでありライティングコーチでもあるバッチ・カルカリア氏が生涯

功労賞を受賞。さらに、短編小説コンテストに寄せられた作品には審査員による講評も行われ

ました。ビデさんは、「次世代に読書の習慣と文学への情熱を育むことも、この文学祭の大きな

目的です」と語っています。 
 
この記事は、Rotary 誌の 2026 年 4月号に掲載されました 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

75 
第一次および第二次世界大戦で 

戦死たカナダ人が埋葬されている国の数 

12 人に 1 人 
慢性的な飢餓に直面している世界の人口 

90 億ドル 
2020 年におけるインドの印刷書籍市場価格 

100,000 戸 
メキシコでの 10 月の洪水で被災した家屋 


